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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体の外部から内部に紙幣を投入するための入金口と、
　前記筐体の下部に配置され、略水平方向に沿って並列に複数設けられた、紙幣の収納を
行うための収納庫と、
　前記筐体の内部において前記各収納庫と並列に配置され、前記入金口により前記筐体の
外部から内部に投入された紙幣を一時的に保留するための一時保留用収納庫と、
　前記筐体の内部において前記各収納庫および前記一時保留用収納庫の上方に設けられ、
前記入金口、前記各収納庫および前記一時保留用収納庫の間で紙幣の搬送を行う搬送部と
、
　前記搬送部と接続され、出金時のリジェクト紙幣を収納する出金リジェクト部と、
　前記搬送部の上方に設けられ、当該搬送部から搬送された紙幣を帯封するための帯封部
と、
　前記帯封部により帯封が行われた帯封紙幣を前記筐体の外部に投出するための帯封紙幣
出金口と、
　を備え、
　前記搬送部は、前記各収納庫および前記一時保留用収納庫の上方に配置されるループ形
状の搬送路を有しており、
　前記出金リジェクト部は、前記ループ形状の搬送路よりも上方で、且つ、前記帯封部よ
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りも下方の位置に設けられ、
　前記一時保留用収納庫は、紙幣を積層状態で収納し、
　前記収納庫および前記一時保留用収納庫の各上端部、並びに、前記収納庫および前記一
時保留用収納庫の各下端部が概ね同じ高さ位置に設けられ、
　前記収納庫および前記一時保留用収納庫が略同一の容量を有することを特徴とする紙幣
処理装置。
【請求項２】
　前記ループ形状の搬送路は、前記搬送部により搬送される紙幣を特定の収納庫または一
時保留用収納庫に振り分けるための複数の分岐部材を備えたことを特徴とする請求項１に
記載の紙幣処理装置。
【請求項３】
　前記ループ形状の搬送路のうち前記複数の分岐部材が設けられた箇所は、略直線形状と
なっていることを特徴とする請求項２に記載の紙幣処理装置。
【請求項４】
　前記帯封紙幣出金口には、略水平方向に延びる状態から上方に回動可能な複数の爪部材
が設けられ、
　昇降自在のステージが設けられ、
　前記爪部材は、前記略水平方向に延びる状態から上方に回動した後で前記略水平方向に
延びる状態に戻り、前記ステージ上の帯封紙幣を受け取ることを特徴とする請求項１乃至
３のいずれか１項に記載の紙幣処理装置。
【請求項５】
　前記一時保留用収納庫は前記各収納庫と同一部品で構成されていることを特徴とする請
求項１乃至４のいずれか１項に記載の紙幣処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙幣の入金等の処理を行うための紙幣処理装置に関し、とりわけ、紙幣を大
量に収納することができるとともに、一回の取引で大量の紙幣の入金処理を行うことがで
きる紙幣処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば特許文献１等に示すように、紙幣の入金や出金等の処理を行うための
様々なタイプの紙幣処理装置が知られている。特許文献１等に開示されるような従来の紙
幣処理装置において、筐体の下部には金種毎に紙幣を収納する複数の収納庫が設けられて
おり、筐体内において各収納庫の上方には紙幣を一時的に保留するための一時保留部が設
けられている。また、筐体の内部において一時保留部の上方には、入金口により筐体の内
部に投入された紙幣を搬送するための搬送部が設けられており、この搬送部の上方には、
積層状態にある紙幣の束の帯封を行うための帯封部が設けられている。
【０００３】
　特許文献１に示す紙幣処理装置では、入金口により筐体の内部に投入された紙幣は搬送
部により筐体の内部で搬送され、この搬送部に設けられた識別部により金種等の識別が行
われ、その後、一時保留部で一時的に保留される。そして、紙幣の入金処理の確定が行わ
れると、一時保留部で一時的に保留された紙幣は各収納庫に金種別に収納されることとな
る。また、各収納庫に収納された紙幣を帯封紙幣として出金する際には、各収納庫から紙
幣が帯封部に送られ、この帯封部において紙幣の束の帯封が行われ、帯封紙幣が帯封紙幣
出金口から出金されるようになっている。
【０００４】
【特許文献１】特開１０－１８８０７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかしながら、特許文献１等に示すような従来の紙幣処理装置においては、筐体内にお
いて各収納庫の上方に一時保留部が設けられているため、筐体の高さが大きくなってしま
い、紙幣処理装置の設置スペースが大きくなってしまうという問題があった。
【０００６】
　また、一時保留部および各収納庫は筐体の高さ方向に並んで配置されているので、一時
保留部の容量を大きくすると収納庫の容量が小さくなってしまい、紙幣処理装置全体の紙
幣の収納量が減少してしまう。一方、一時保留部の容量を小さくすると、紙幣処理装置に
収納すべき紙幣の量が多い場合には継続入金処理を行わなければならず、操作者にとって
使い勝手が悪いという問題がある。
【０００７】
　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、筐体の内部において各収納庫
と一時保留用収納庫とを並列に配置することにより、筐体の高さが大きくなってしまうこ
とを抑止することができるとともに収納庫および一時保留用収納庫の容量を大きくするこ
とができ、このことにより紙幣を大量に収納することができるとともに一回の取引で大量
の紙幣の入金処理を行うことができる紙幣処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の紙幣処理装置は、筐体と、前記筐体の外部から内部に紙幣を投入するための入
金口と、前記筐体の下部に配置され、略水平方向に沿って並列に複数設けられた、紙幣の
収納を行うための収納庫と、前記筐体の内部において前記各収納庫と並列に配置され、前
記入金口により前記筐体の外部から内部に投入された紙幣を一時的に保留するための一時
保留用収納庫と、前記筐体の内部において前記各収納庫および前記一時保留用収納庫の上
方に設けられ、前記入金口、前記各収納庫および前記一時保留用収納庫の間で紙幣の搬送
を行う搬送部と、前記搬送部における前記各収納庫または前記一時保留用収納庫への分岐
箇所にそれぞれ設けられ、前記搬送部により搬送される紙幣を特定の収納庫または一時保
留用収納庫に振り分けるための複数の分岐部材と、を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　このような紙幣処理装置によれば、筐体の内部において、紙幣の収納を行うための複数
の収納庫と、紙幣を一時的に保留するための一時保留用収納庫とが並列に配置されている
。そして、搬送部における各収納庫または一時保留用収納庫への分岐箇所にそれぞれ分岐
部材が設けられており、これらの分岐部材により、搬送部により搬送される紙幣が特定の
収納庫または一時保留用収納庫に振り分けられるようになっている。このように、各収納
庫と一時保留用収納庫とが略水平方向に沿って並列に配置されているので、筐体の高さが
大きくなってしまうことを抑止することができるとともに収納庫および一時保留用収納庫
の容量を大きくすることができる。そして、収納庫の容量を大きくすることができるので
紙幣処理装置は紙幣を大量に収納することができ、また、一時保留用収納庫の容量を大き
くすることができるので一回の取引で大量の紙幣の入金処理を行うことができる。
【００１０】
　本発明の紙幣処理装置においては、前記一時保留用収納庫は前記各収納庫と略同一の容
量を有することが好ましい。このことにより、一時保留用収納庫を収納庫と同一部品で構
成させることができるようになる。
【００１１】
　本発明の紙幣処理装置においては、前記搬送部は、前記各収納庫および前記一時保留用
収納庫の上方に配置される横長のループ形状の搬送路を有していることが好ましい。この
ことにより、紙幣処理装置の筐体の高さが大きくなってしまうことをより一層抑止するこ
とができる。また、筐体の奥行き方向に収納庫を増設する場合にも、紙幣処理装置の内部
の構成を大幅に変更する必要がなくなる。
【００１２】
　上述のような紙幣処理装置においては、前記搬送部は、前記ループ形状の搬送路からそ
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れぞれ下方に分岐して前記各収納庫および前記一時保留用収納庫に接続される複数の分岐
搬送路を更に有していることが好ましい。
【００１３】
　また、この際に、前記各分岐部材は、前記ループ形状の搬送路から前記分岐搬送路が分
岐する分岐箇所に設けられる分岐爪からなり、分岐爪からなる分岐部材は軸を中心として
回転自在となっており、前記ループ形状の搬送路で搬送される紙幣を前記各収納庫または
前記一時保留用収納庫に送る際に、紙幣が送られるべき収納庫または一時保留用収納庫に
対応する分岐部材が回転することにより前記搬送部により搬送される紙幣が特定の収納庫
または一時保留用収納庫に振り分けられることが好ましい。このような分岐爪からなる分
岐部材が各分岐箇所に設けられていることにより、搬送部により搬送される紙幣を確実に
特定の収納庫または一時保留用収納庫に振り分けることができる。
【００１４】
　本発明の紙幣処理装置においては、前記筐体の内部において前記搬送部の上部に設けら
れ、当該搬送部から搬送された紙幣を帯封するための帯封部と、前記入金口の近傍に設け
られ、前記帯封部により帯封が行われた帯封紙幣を筐体の外部に投出するための帯封紙幣
出金口と、を更に備えることが好ましい。筐体の内部において搬送部の上方に帯封部が設
けられているので、入金口と帯封部の位置が近くなり、紙幣の出金処理のための紙幣処理
装置の構成が簡単になる。また、入金口の近傍に帯封紙幣出金口を設けているので、この
入金口を、筐体の外部から内部に紙幣を投入するともに筐体の内部から外部にバラ紙幣を
投出するための入出金口として用いた場合には、バラ紙幣と帯封紙幣の出金口を別々に配
置しても操作者による各出金口からの紙幣の取り忘れをできるだけ防ぐようにすることが
できる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の紙幣処理装置によれば、筐体の高さが大きくなってしまうことを抑止すること
ができるとともに収納庫および一時保留用収納庫の容量を大きくすることができ、このた
め、紙幣を大量に収納することができ、また、一回の取引で大量の紙幣の入金処理を行う
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の一の実施の形態について説明する。図１乃至図１０は、
本実施の形態に係る紙幣処理装置を示す図である。このうち、図１は、本実施の形態にお
ける紙幣処理装置の外観を示す斜視図であり、図２は、図１に示す紙幣処理装置の正面図
である。また、図３は、図１に示す紙幣処理装置の内部の構成を示す構成図であり、図４
乃至図６は、図３に示す紙幣処理装置に設けられた分岐部材の構成を示す拡大説明図であ
る。また、図７乃至図９は、図３に示す紙幣処理装置に設けられた帯封紙幣出金口および
シャッター機構の構成を示す側面図であり、図１０（ａ）～（ｇ）は、図３に示す紙幣処
理装置に設けられた帯封部から帯封紙幣出金口に帯封紙幣が受け渡されるときの動作を順
に示す図である。
【００１７】
　まず、図１乃至図３を用いて、本実施の形態の紙幣処理装置１０の全体的な構成につい
て概略的に説明する。なお、図３において、参照符号Ｓはバラ紙幣を示し、参照符号Ｓ´
は積層状態に集積されたバラ紙幣の束を示し、参照符号Ｔは帯封紙幣を示す。図１に示す
ように、紙幣処理装置１０は略直方体形状の筐体１２を備えており、この筐体１２の前面
には、当該筐体１２の外部から内部にバラ紙幣を投入するとともに筐体１２の内部から外
部にバラ紙幣を投出するための入出金口２０が筐体１２の外部に露出するよう設けられて
いる。入出金口２０には開口部が設けられており、この開口部にはシャッター機構２２が
設けられている。そして、シャッター機構２２により入出金口２０の開口部の開閉が行わ
れるようになっている。また、図３等に示すように、筐体１２の下部には４つの収納カセ
ット４０および１つの一時保留用収納カセット４２が略水平方向に沿って並列に設けられ
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ている。ここで、各収納カセット４０は、紙幣を金種別に収納するようになっている。ま
た、一時保留用収納カセット４２は、入出金口２０により筐体１２の外部から内部に投入
された紙幣を一時的に保留するようになっている。
【００１８】
　また、図３等に示すように、筐体１２の内部において各収納カセット４０および一時保
留用収納カセット４２の上方には搬送部３０が設けられており、この搬送部３０は、入出
金口２０、各収納カセット４０および一時保留用収納カセット４２の間で紙幣の搬送を行
うようになっている。また、筐体１２の内部において搬送部３０の上方には、この搬送部
３０から搬送された紙幣を帯封するための帯封部５０が設けられている。また、筐体１２
の前面には、帯封部５０により帯封が行われた帯封紙幣を筐体１２の外部に投出するため
の帯封紙幣出金口６０が筐体１２の外部に露出するよう設けられている。図１や図２に示
すように、帯封紙幣出金口６０は入出金口２０の近傍に設けられている。また、帯封紙幣
出金口６０には開口部が設けられており、この開口部にはシャッター機構６２が設けられ
ている。そして、シャッター機構６２により帯封紙幣出金口６０の開口部の開閉が行われ
るようになっている。
【００１９】
　以下、このような紙幣処理装置１０の各構成要素について詳述する。
【００２０】
　入出金口２０は、図１乃至図３に示すように、筐体１２の前面に設けられており、操作
者がこの入出金口２０にバラ紙幣Ｓの束を投入したりこの入出金口２０からバラ紙幣Ｓの
束を取り出したりすることができるよう構成されている。より具体的には、図３に示すよ
うに入出金口２０は鉛直方向に対して斜めに傾斜しており、この入出金口２０にはバラ紙
幣Ｓが斜めに傾斜して投入されるようになっている。入出金口２０には紙幣繰出機構２１
が設けられており、この紙幣繰出機構２１により入出金口２０に集積されたバラ紙幣Ｓが
１枚ずつ搬送部３０に繰り出されるようになっている。また、バラ紙幣の出金処理を行う
際には、搬送部３０からバラ紙幣Ｓが１枚ずつ入出金口２０に送られるようになっている
。
【００２１】
　図１等に示すように、入出金口２０の開口部にはシャッター機構２２が設けられており
、このシャッター機構２２により入出金口２０の開口部が開閉されるようになっている。
より具体的には、操作者が入出金口２０にバラ紙幣Ｓの束を投入したり入出金口２０から
　バラ紙幣Ｓの束を取り出したりする際には、シャッター機構２２が開いて入出金口２０
が筐体１２の外部に露出されるようになっている。一方、入出金口２０に集積されたバラ
紙幣Ｓが１枚ずつ紙幣繰出機構２１により搬送部３０に繰り出されたり搬送部３０から入
出金口２０にバラ紙幣Ｓが１枚ずつ送られたりする際には、シャッター機構２２が入出金
口２０を閉じるようになっている。
【００２２】
　図３に示すように、搬送部３０には識別部３１が設置されている。識別部３１は、入出
金口２０から搬送部３０に繰り出された紙幣の金種や正損、真偽等を識別するようになっ
ている。また、筐体１２の内部には入金リジェクト部２４が設けられており、この入金リ
ジェクト部２４は搬送部３０に接続されている。そして、入金された紙幣のうち識別部３
１により正常な紙幣ではないリジェクト紙幣であると識別された紙幣や、識別部３１によ
り識別することができなかった紙幣は搬送部３０から入金リジェクト部２４に送られるよ
うになっている。また、筐体１２の内部には出金リジェクト部２６が設けられており、こ
の出金リジェクト部２６は搬送部３０に接続されている。そして、出金の際に一時保留用
収納カセット４２から繰り出された紙幣のうち、識別部３１により正常な紙幣ではないリ
ジェクト紙幣であると識別された紙幣や、識別部３１により識別することができなかった
紙幣は搬送部３０から出金リジェクト部２６に送られるようになっている。
【００２３】
　図３に示すように、各収納カセット４０および一時保留用収納カセット４２は、筐体１
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２の奥行き方向（図３の左右方向）に沿って並列に配置されている。各収納カセット４０
および一時保留用収納カセット４２にはそれぞれ搬送部３０から１枚ずつ紙幣が送られる
ようになっている。ここで、各収納カセット４０および一時保留用収納カセット４２はそ
れぞれ扁平状の略直方体形状のものからなり、搬送部３０から送られた紙幣が積層状態に
収納されるようになっている。また、各収納カセット４０および一時保留用収納カセット
４２にはそれぞれ紙幣繰出機構４１、４３が設けられており、これらの収納カセット４０
や一時保留用収納カセット４２に収納された紙幣は紙幣繰出機構４１、４３により１枚ず
つ搬送部３０に繰り出すことができるようになっている。
【００２４】
　ここで、一時保留用収納カセット４２は各収納カセット４０と略同一の容量（紙幣収納
量）を有していてもよい。この場合には、一時保留用収納カセット４２を収納カセット４
０と同一部品で構成させることができるようになる。
【００２５】
　図３に示すように、搬送部３０は、各収納カセット４０および一時保留用収納カセット
４２の上方に配置される横長のループ形状の搬送路３２を有している。また、搬送部３０
は、ループ形状の搬送路３２からそれぞれ下方に分岐して各収納カセット４０および一時
保留用収納カセット４２に接続される複数の分岐搬送路３４を有している。このため、図
３に示すように、搬送部３０には、ループ形状の搬送路３２と各々の分岐搬送路３４とが
接続される箇所である分岐箇所３５（Ｔ字路）が、搬送路３２に沿って複数形成されるこ
ととなる。
【００２６】
　搬送部３０の搬送路３２における各収納カセット４０または一時保留用収納カセット４
２への分岐箇所３５には、分岐爪からなる分岐部材３６がそれぞれ設けられている。各分
岐部材３６は、搬送部３０の搬送路３２により搬送される紙幣を特定の収納カセット４０
または一時保留用収納カセット４２に振り分けるようになっている。
【００２７】
　ここで、分岐箇所３５に設置される分岐部材３６の具体的な構成について図４乃至図６
を用いて説明する。ここで、図４は、分岐箇所３５に対して右側の搬送路３２から紙幣が
搬送されたときの分岐部材３６の向きを示す図であり、図５は、分岐箇所３５に対して左
側の搬送路３２から紙幣が搬送されたときの分岐部材３６の向きを示す図であり、図６は
、分岐箇所３５に対して分岐搬送路３４から紙幣が搬送されたときの分岐部材３６の向き
を示す図である。
【００２８】
　図４乃至図６に示すように、分岐部材３６は細長い二等辺三角形形状（いわゆる洗濯バ
サミに似た形状）の分岐爪からなり、この分岐部材３６は、その中心の位置に設けられた
軸３６ａを中心として回転自在となっている。ここで、分岐箇所３５に対してどの方向か
ら紙幣が送られるか、および分岐箇所３５に送られた紙幣をどの搬送路に搬送するかに基
づいて、分岐部材３６の向き、より具体的には分岐部材３６の先端部分３６ｂの位置が決
められるようになっている。
【００２９】
　より詳細には、図４に示すように、分岐箇所３５に対して右側の搬送路３２から紙幣が
搬送されたときには、分岐部材３６の先端部分３６ｂは右側の搬送路３２に向くようにな
っている。そして、分岐箇所３５の右側の搬送路３２から左側の搬送路３２に紙幣を送る
際には、分岐部材３６が図４の実線に示すような向きとなるようこの分岐部材３６が軸３
６ａを中心として回転させられ、分岐部材３６の先端部分３６ｂの位置が調整される。一
方、分岐箇所３５の右側の搬送路３２から分岐搬送路３４に紙幣を送る際には、分岐部材
３６が図４の二点鎖線に示すような向きとなるようこの分岐部材３６が軸３６ａを中心と
して回転させられ、分岐部材３６の先端部分３６ｂの位置が調整される。
【００３０】
　また、図５に示すように、分岐箇所３５に対して左側の搬送路３２から紙幣が搬送され
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たときには、分岐部材３６の先端部分３６ｂは左側の搬送路３２に向くようになっている
。そして、分岐箇所３５の左側の搬送路３２から分岐搬送路３４に紙幣を送る際には、分
岐部材３６が図５の実線に示すような向きとなるようこの分岐部材３６が軸３６ａを中心
として回転させられ、分岐部材３６の先端部分３６ｂの位置が調整される。一方、分岐箇
所３５の左側の搬送路３２から右側の搬送路３２に紙幣を送る際には、分岐部材３６が図
５の二点鎖線に示すような向きとなるようこの分岐部材３６が軸３６ａを中心として回転
させられ、分岐部材３６の先端部分３６ｂの位置が調整される。
【００３１】
　また、図６に示すように、分岐箇所３５に対して分岐搬送路３４から紙幣が搬送された
ときには、分岐部材３６の先端部分３６ｂは分岐搬送路３４に向くようになっている。そ
して、分岐搬送路３４から分岐箇所３５の右側の搬送路３２に紙幣を送る際には、分岐部
材３６が図６の実線に示すような向きとなるようこの分岐部材３６が軸３６ａを中心とし
て回転させられ、分岐部材３６の先端部分３６ｂの位置が調整される。一方、分岐搬送路
３４から分岐箇所３５の左側の搬送路３２に紙幣を送る際には、分岐部材３６が図６の二
点鎖線に示すような向きとなるようこの分岐部材３６が軸３６ａを中心として回転させら
れ、分岐部材３６の先端部分３６ｂの位置が調整される。
【００３２】
　このように、搬送部３０におけるループ形状の搬送路３２から分岐搬送路３４が分岐す
る分岐箇所３５に、それぞれ分岐爪からなる分岐部材３６が設けられており、この分岐部
材３６は軸３６ａを中心として回転自在となっており、ループ形状の搬送路３２で搬送さ
れる紙幣を各収納カセット４０または一時保留用収納カセット４２に送る際に、紙幣が送
られるべき収納カセット４０または一時保留用収納カセット４２に対応する分岐部材３６
が回転することにより、搬送部３０により搬送される紙幣が特定の収納カセット４０また
は一時保留用収納カセット４２に振り分けられるようになる。また、分岐部材３６の向き
を調整することにより、各収納カセット４０や一時保留用収納カセット４２から紙幣繰出
機構４１、４３により分岐搬送路３４に繰り出された紙幣をループ形状の搬送路３２に送
ることができるようになる。
【００３３】
　搬送部３０の上部に設けられた帯封部５０は、この搬送部３０から搬送された紙幣の帯
封を行うようになっている。この帯封部５０の具体的な構成について図３を用いて説明す
る。前述のように、図３において、参照符号Ｓ´は積層状態に集積されたバラ紙幣の束を
示し、参照符号Ｔは帯封紙幣を示す。
【００３４】
　図３に示すように、帯封部５０には、搬送部３０から１枚ずつ送られた紙幣が積層状態
で集積される一時保留ステージ５１が設けられており、この一時保留ステージ５１の近傍
には束ガイド部材５８が設けられている。また、帯封部５０には搬送アーム５２が設けら
れており、この搬送アーム５２は、一時保留ステージ５１に積層状態で集積されたバラ紙
幣の束Ｓ´を一括して搬送するようになっている。より具体的には、一時保留ステージ５
１に集積されたバラ紙幣の束Ｓ´は、搬送アーム５２によって一時保留ステージ５１から
引き抜かれるが、束ガイド部材５８が上下に設けられているので、引き抜かれた時にバラ
紙幣の束Ｓ´の端部の広がりを防止することができる。また、搬送アーム５２は上アーム
部分５２ａおよび下アーム部分５２ｂから構成されており、上アーム部分５２ａおよび下
アーム部分５２ｂにより紙幣を上下から掴むようになっている。そして、上アーム部分５
２ａが上下動することで紙幣を掴んだり離したりするようになっている。
【００３５】
　また、帯封部５０は、上部札締め部材５３と、下部札締め部材５４と、ヒータ５６と、
帯封紙供給部５７と、印字部６７とを有している。これらの上部札締め部材５３、下部札
締め部材５４、ヒータ５６、帯封紙供給部５７および印字部６７により帯封機構５９が構
成されている。前述のように搬送アーム５２にバラ紙幣の束Ｓ´が引き渡された後、この
搬送アーム５２は上部札締め部材５３と下部札締め部材５４との間の位置に移動する。そ
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して、搬送アーム５２上にあるバラ紙幣の束Ｓ´に対して帯封紙供給部５７から帯封紙が
供給され、バラ紙幣の束Ｓ´が帯封紙で巻かれる。その後、帯封紙で巻かれたバラ紙幣の
束Ｓ´は、上部札締め部材５３および下部札締め部材５４により上下方向から挟圧される
とともに、ヒータ５６により加熱させられる。このことにより、帯封紙によってバラ紙幣
の束Ｓ´の帯封処理（結束処理）が行われ、帯封紙幣Ｔが形成されることとなる。
【００３６】
　また、帯封部５０には、帯封紙幣Ｔの帯封紙に対して印字を行うスタンプ５５が設けら
れている。帯封機構５９により帯封処理が行われた帯封紙幣Ｔはスタンプ５５に送られ、
このスタンプ５５によって帯封紙幣Ｔの帯封紙に対して、銀行名や、正券か損券かを示す
印等の押印が行われる。また、帯封部５０には、帯封紙に日付やシリアルナンバー等の印
字を行うための印字部６７が設けられており、帯封紙供給部５７から帯封紙が供給される
際にこの印字部６７により帯封紙に対して印字が行われるようになっている。
【００３７】
　その後、帯封紙幣Ｔは搬送アーム５２により帯封紙幣出金口６０に送られる。ここで、
シャッター機構６２が帯封紙幣出金口６０の開口部を閉じた状態で、帯封紙幣出金口６０
には複数の束の帯封紙幣Ｔを集積させることができるようになっている。そして、帯封紙
幣出金口６０に複数の束の帯封紙幣Ｔが集積された後、シャッター機構６２が帯封紙幣出
金口６０の開口部を開くことにより、操作者は複数の束の帯封紙幣Ｔを一括して取り出す
ことができるようになっている。なお、シャッター機構６２は、帯封紙幣出金口６０に所
定の数の帯封紙幣Ｔが集積されるまで帯封紙幣出金口６０の開口部を開かないよう構成さ
れている。
【００３８】
　また、搬送アーム５２は側面視で帯封部５０の略中央位置に配置され、一時保留ステー
ジ５１、帯封機構５９、スタンプ５５、印字部６７および帯封紙幣出金口６０は搬送アー
ム５２の周囲に配置されている。そして、搬送アーム５２は、これらの一時保留ステージ
５１、帯封機構５９、スタンプ５５および帯封紙幣出金口６０の間で移動自在となってい
る。
【００３９】
　次に、帯封紙幣出金口６０およびシャッター機構６２の具体的な構成について図７乃至
図９を用いて説明する。ここで、図７は、帯封紙幣出金口およびシャッター機構の構成を
示す側面図であり、図８は、図７に示す帯封紙幣出金口に設けられた出金口ステージおよ
びこの出金口ステージの上方の空間に進入した搬送アームのＡ－Ａライン矢視による上面
図である。また、図９は、図７に示す帯封紙幣出金口に設けられた出金口ステージおよび
爪部材のＢ－Ｂライン矢視による上面図である。なお、図７および図８において参照符号
Ｔは帯封紙幣を示し、参照符号Ｔａは帯封紙幣に巻かれた帯封紙を示す。
【００４０】
　図７に示すように、帯封紙幣出金口６０の下部には、帯封紙幣Ｔが載置される昇降自在
の出金口ステージ６１が設けられている。ここで、出金口ステージ６１には１つの帯封紙
幣Ｔが集積されるようになっている。また、図７および図８に示すように、出金口ステー
ジ６１の縁部からは側壁部６１ａが上方に延びるよう設けられている。より具体的には、
図８に示すように、左右一対の２つの側壁部６１ａが出金口ステージ６１から上方に延び
るよう設けられており、これらの２つの側壁部６１ａの間には、搬送アーム５２が進入可
能な空間が形成されている。
【００４１】
　図７に示すように、帯封紙幣Ｔが載置された搬送アーム５２が出金口ステージ６１の上
方の空間に進入することができるようになっている。より具体的には、帯封紙幣Ｔが載置
された搬送アーム５２は出金口ステージ６１の側壁部６１ａよりも上方の高さレベルにお
いて出金口ステージ６１の上方の空間に進入し、その後、搬送アーム５２は下降するよう
になっている。そして、出金口ステージ６１の底部の近傍の位置まで搬送アーム５２が下
降すると、搬送アーム５２の上アーム部分５２ａが上昇し、この搬送アーム５２は図８に
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示すような左右一対の側壁部６１ａの間の空間を通って出金口ステージ６１の上方の空間
から退避するようになっている。搬送アーム５２が出金口ステージ６１の上方の空間から
退避する際に、この搬送アーム５２に載置された帯封紙幣Ｔは側壁部６１ａに引っ掛かり
、搬送アーム５２が退避した後にこの帯封紙幣Ｔは出金口ステージ６１上に引き渡される
こととなる。
【００４２】
　帯封紙幣出金口６０には、鉛直方向に沿って延びるガイド部材６３、６４、６５が設け
られている。これらのガイド部材６３、６４、６５の間に、帯封紙幣Ｔが集積されるスペ
ースが形成されている。ここで、ガイド部材６３とガイド部材６４とは互いに対向するよ
う設けられており、ガイド部材６５はガイド部材６４の上方に設けられている。また、ガ
イド部材６３の上部には、帯封紙幣の上方への動きを規制する規制部材６８が取り付けら
れている。この規制部材６８は、帯封紙幣出金口６０の上部において出金口ステージ６１
と対向する位置に設けられている。
【００４３】
　また、図７および図９に示すように、爪部材６６がガイド部材６３およびガイド部材６
４に設けられている。図７に示すように、各爪部材６６はそれぞれ軸６６ａによりガイド
部材６３やガイド部材６４に枢支されており、各爪部材６６は図７に示すような略水平方
向に延びる状態から上方にのみ回動することができるようになっている。より具体的には
、各爪部材６６は図示しない捩りバネが設けられており、軸６６ａを中心として爪部材６
６を略水平方向に延びる状態から上方に回動させる場合にはこの捩りバネの捩り力に逆ら
って爪部材６６を回動させることとなる。
【００４４】
　帯封紙幣出金口６０において、複数の束の帯封紙幣Ｔは各爪部材６６上に載置されるよ
う集積されるようになっている。すなわち、各爪部材６６は、当該爪部材６６に下方から
力が作用していないときには略水平方向に延び、この略水平方向に延びる各爪部材６６上
に複数の帯封紙幣Ｔが載置されるようになっている。そして、シャッター機構６２が開い
たときには、操作者は各爪部材６６上にある複数の束の帯封紙幣Ｔを一括して取り出すこ
とができるようになっている。
【００４５】
　また、図９に示すように、帯封紙幣出金口６０において爪部材６６は合計５つ設けられ
ており、帯封紙幣出金口６０の上方から見て、出金口ステージ６１には各爪部材６６に対
応して５つの切欠部が形成されている。すなわち、出金口ステージ６１が各爪部材６６を
通過するよう昇降した際に、出金口ステージ６１を上方から見て各爪部材６６はこの出金
口ステージ６１に形成された各切欠部の位置に設けられているため、出金口ステージ６１
が各爪部材６６に衝突することはない。
【００４６】
　図７等に示すように、シャッター機構６２は外側シャッター部材６２ａおよび内側シャ
ッター部材６２ｂの２枚のシャッター部材から構成されており、これらの２枚のシャッタ
ー部材６２ａ、６２ｂが二重構造となっている。そして、内側シャッター部材６２ｂが外
側シャッター部材６２ａと重なった時点で、両方のシャッター部材６２ａ、６２ｂが重な
って開くようになっている。なお、シャッター機構６２の内側には前述のようにガイド部
材６５が設けられているため、シャッター機構６２が閉まっているときには各爪部材６６
上にある複数の束の帯封紙幣Ｔがガイド部材６５によりガイドされ、帯封紙幣Ｔが散乱し
ないようになっている。
【００４７】
　帯封部５０により帯封が行われた帯封紙幣Ｔを、帯封紙幣出金口６０の各爪部材６６上
に集積させる方法については後述する。
【００４８】
　次に、上述のような構成からなる紙幣処理装置１０の動作について説明する。
【００４９】
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　最初に、紙幣処理装置１０への紙幣の入金処理について説明する。紙幣の入金処理を行
う際には、まず、紙幣処理装置１０における入出金口２０のシャッター機構２２を開き、
操作者がバラ紙幣Ｓの束を入出金口２０に投入する。そして、シャッター機構２２を閉じ
ると、入出金口２０に投入されたバラ紙幣Ｓは紙幣繰出機構２１により１枚ずつ搬送部３
０に繰り出される。紙幣繰出機構２１により搬送部３０に繰り出された紙幣はループ形状
の搬送路３２に搬送され、識別部３１によりその金種や正損、真偽等の識別が行われる。
識別部３１により正常な紙幣ではないリジェクト紙幣であると識別された紙幣や、識別部
３１により識別することができなかった紙幣は、搬送部３０から入金リジェクト部２４に
送られ、この入金リジェクト部２４で集積される。一方、識別部３１により正常な紙幣で
あると識別された紙幣は、一時保留用収納カセット４２に対応する分岐箇所３５（図３に
おける一番右側の分岐箇所３５）においてループ形状の搬送路３２から分岐部材３６によ
り分岐搬送路３４に送られ、一時保留用収納カセット４２に搬送されることとなる。この
一時保留用収納カセット４２において、ループ形状の搬送路３２から分岐搬送路３４を介
して送られた紙幣が積層状態で一時的に保留される。
【００５０】
　その後、紙幣の入金処理の確定が行われると、一時保留用収納カセット４２に一時的に
保留された紙幣は識別部３１を通り、金種別に各収納カセット４０に送られる。この際に
、一時保留用収納カセット４２からループ形状の搬送路３２に紙幣が一旦戻され、このル
ープ形状の搬送路３２で搬送される紙幣が各分岐部材３６により各収納カセット４０に金
種別に振り分けられることにより、ループ形状の搬送路３２から各分岐搬送路３４を介し
て各収納カセット４０に紙幣が送られ、紙幣が積層状態で金種別に各収納カセット４０に
収納されることとなる。
【００５１】
　次に、紙幣処理装置１０からのバラ紙幣の出金処理について説明する。バラ紙幣の出金
処理を行う際に、各収納カセット４０に収納された紙幣が紙幣繰出機構４１により収納カ
セット４０から搬送部３０に１枚ずつ繰り出され、搬送部３０に繰り出された紙幣は識別
部３１により識別が行われる。そして、正常な紙幣であると識別された紙幣は搬送部３０
から入出金口２０に１枚ずつ送られ、この入出金口２０でバラ紙幣Ｓが積層状態に集積さ
れる。一方、識別部３１により正常な紙幣ではないリジェクト紙幣であると識別された紙
幣や、識別部３１により識別することができなかった紙幣は、搬送部３０から出金リジェ
クト部２６に送られ、この出金リジェクト部２６で集積される。
【００５２】
　その後、入出金口２０のシャッター機構２２が開くことにより、操作者は入出金口２０
に集積されたバラ紙幣Ｓの束を取り出すことができるようになる。
【００５３】
　次に、紙幣処理装置１０からの帯封紙幣の出金処理について説明する。帯封紙幣の出金
処理を行う際に、各収納カセット４０に収納された紙幣が紙幣繰出機構４１により収納カ
セット４０から搬送部３０に１枚ずつ繰り出され、搬送部３０に繰り出された紙幣はこの
搬送部３０の上部にある帯封部５０に搬送される。より具体的には、搬送部３０から一時
保留ステージ５１上に紙幣が１枚ずつ送られ、この一時保留ステージ５１上で複数の紙幣
が積層状態で集積される。一時保留ステージ５１上にある積層状態の複数のバラ紙幣の束
Ｓ´は、搬送アーム５２によって、束ガイド部材５８でバラ紙幣の端部の広がりを防止す
るために押さえられながら一括して搬送される。
【００５４】
　その後、搬送アーム５２は上部札締め部材５３と下部札締め部材５４との間の位置に移
動する。そして、搬送アーム５２上にあるバラ紙幣の束Ｓ´に対して帯封紙供給部５７か
ら帯封紙が供給され、バラ紙幣の束Ｓ´が帯封紙で巻かれる。なお、帯封紙供給部５７か
ら帯封紙が供給される際に、この帯封紙に対して印字部６７により日付やシリアルナンバ
ー等の印字が行われる。その後、帯封紙で巻かれたバラ紙幣の束Ｓ´は、上部札締め部材
５３および下部札締め部材５４により上下方向から挟圧されるとともに、ヒータ５６によ
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り加熱させられる。このことにより、帯封紙によってバラ紙幣の束Ｓ´の帯封処理（結束
処理）が行われ、帯封紙幣Ｔが形成される。
【００５５】
　その後、搬送アーム５２により帯封紙幣がスタンプ５５に送られ、このスタンプ５５に
よって帯封紙幣Ｔの帯封紙に対して銀行名等の印字が行われる。
【００５６】
　その後、帯封紙幣Ｔは帯封部５０から帯封紙幣出金口６０に送られ、この帯封紙幣出金
口６０の各爪部材６６上に集積させられる。ここで、シャッター機構６２が帯封紙幣出金
口６０を閉じた状態で、帯封紙幣出金口６０の各爪部材６６上には複数の束の帯封紙幣Ｔ
を集積させることができるようになっている。
【００５７】
　帯封部５０により帯封が行われた帯封紙幣Ｔを、帯封紙幣出金口６０の各爪部材６６上
に集積させる方法について図１０を用いてより詳細に説明する。
【００５８】
　一例として、図１０（ａ）に示すように帯封紙幣出金口６０の各爪部材６６上に既に１
つの帯封紙幣Ｔが載置されているような状態において、搬送アーム５２により帯封部５０
から更に１つの帯封紙幣Ｔが帯封紙幣出金口６０に搬送される場合について説明する。こ
の際に、出金口ステージ６１は帯封紙幣出金口６０の下部に位置している。図１０（ａ）
に示すように、帯封紙幣Ｔが載置された搬送アーム５２は、出金口ステージ６１の側壁部
６１ａよりも上方かつガイド部材６３よりも下方の高さレベルにおいて出金口ステージ６
１の上方の空間に進入する。
【００５９】
　その後、図１０（ｂ）に示すように、搬送アーム５２が出金口ステージ６１の底部の近
傍の位置まで下降し、搬送アーム５２の上アーム部分５２ａが上方へ移動する。この際に
、図８に示すように、搬送アーム５２は出金口ステージ６１の左右一対の側壁部６１ａの
間の空間を通過する。そして、図１０（ｃ）に示すように、搬送アーム５２が図１０（ｂ
）の右方に移動して出金口ステージ６１の上方の空間から退避する。ここで、搬送アーム
５２が出金口ステージ６１の上方の空間から退避する際に、この搬送アーム５２に載置さ
れた帯封紙幣Ｔは側壁部６１ａに引っ掛かり、搬送アーム５２が退避した後にこの帯封紙
幣Ｔは出金口ステージ６１上に引き渡されることとなる（図１０（ｃ）参照）。
【００６０】
　そして、帯封紙幣Ｔが搬送アーム５２から出金口ステージ６１に引き渡された後、図１
０（ｄ）に示すように、出金口ステージ６１が上昇する。出金口ステージ６１が上昇する
と、この出金口ステージ６１に載置された帯封紙幣Ｔは図１０（ｄ）に示すように各爪部
材６６に接触するが、出金口ステージ６１が図１０（ｄ）に示すような状態から更に上昇
すると、図１０（ｅ）に示すように、出金口ステージ６１上の帯封紙幣Ｔが各爪部材６６
を上方に押し上げ、軸６６ａを中心として各爪部材６６を上方に回動させる。そして、出
金口ステージ６１が更に上昇すると、図１０（ｆ）に示すように、各爪部材６６はほぼ鉛
直方向上方を向くよう帯封紙幣Ｔにより回動させられ、最終的には、各爪部材６６上に元
々あった帯封紙幣Ｔと、出金口ステージ６１上の帯封紙幣Ｔとが重ね合わせられることと
なる。
【００６１】
　図１０（ｆ）に示すように、各爪部材６６上に元々あった帯封紙幣Ｔと、搬送アーム５
２により新たに帯封紙幣出金口６０に送られた帯封紙幣Ｔとが出金口ステージ６１上で重
ね合わせられ、更に出金口ステージ６１が各爪部材６６よりも上昇し、その後、図１０（
ｇ）に示すようにこの出金口ステージ６１は下降する。このことにより、各爪部材６６は
それぞれ軸６６ａを中心として下方に回動し、これらの爪部材６６は略水平方向に延びる
状態に戻る。そして、複数の束の帯封紙幣Ｔが、各爪部材６６上に集積されることとなる
。なお、帯封紙幣出金口６０の上部において出金口ステージ６１と対向する位置に規制部
材６８が設けられているので、この規制部材６８により、帯封紙幣Ｔの上方への動きが規
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制される。このことにより、各爪部材６６上に帯封紙幣Ｔを下方から集積させる際に、規
制部材６８によって帯封紙幣の上方への膨らみが規制されるので、新券の帯封紙幣よりも
厚さが大きくなりがちな流通紙幣の帯封紙幣は厚さ方向に圧縮されることとなる。このこ
とにより、所定の束数の帯封紙幣を各爪部材６６上に集積させることができる。
【００６２】
　その後、シャッター機構６２が開くことにより、操作者は帯封紙幣出金口６０の各爪部
材６６上にある複数の束の帯封紙幣Ｔを一括して取り出すことができるようになる。
【００６３】
　以上のように本実施の形態の紙幣処理装置１０によれば、筐体１２の内部において、紙
幣の収納を行うための複数の収納カセット４０と、紙幣を一時的に保留するための一時保
留用収納カセット４２とが並列に配置されている。そして、搬送部３０における各収納カ
セット４０または一時保留用収納カセット４２への分岐箇所３５にそれぞれ分岐部材３６
が設けられており、これらの分岐部材３６により、搬送部３０により搬送される紙幣は特
定の収納カセット４０または一時保留用収納カセット４２に振り分けられるようになって
いる。このように、各収納カセット４０と一時保留用収納カセット４２とが略水平方向に
沿って並列に配置されているので、筐体１２の高さが大きくなってしまうことを抑止する
ことができるとともに収納カセット４０および一時保留用収納カセット４２の容量を大き
くすることができる。そして、収納カセット４０の容量を大きくすることができるので紙
幣処理装置１０は紙幣を大量に収納することができ、また、一時保留用収納カセット４２
の容量を大きくすることができるので一回の取引で大量の紙幣の入金処理を行うことがで
きる。
【００６４】
　また、本実施の形態の紙幣処理装置１０では、一時保留用収納カセット４２が各収納カ
セット４０と略同一の容量（紙幣収納量）を有するようにすることができる。この場合に
は、一時保留用収納カセット４２を収納カセット４０と同一部品で構成させることができ
るようになる。
【００６５】
　また、搬送部３０は、各収納カセット４０および一時保留用収納カセット４２の上方に
配置される横長のループ形状の搬送路３２を有している。このため、筐体１２の高さが大
きくなってしまうことをより一層抑止することができる。また、筐体１２の奥行き方向に
収納カセット４０を増設する場合にも、紙幣処理装置１０の内部の構成を大幅に変更する
必要がなくなる。
【００６６】
　また、搬送部３０は、ループ形状の搬送路３２からそれぞれ下方に分岐して各収納カセ
ット４０および一時保留用収納カセット４２に接続される複数の分岐搬送路３４を有して
いる。また、各分岐部材３６は、ループ形状の搬送路３２から分岐搬送路３４が分岐する
分岐箇所３５に設けられる分岐爪からなり、各分岐部材３６は軸３６ａを中心として回転
自在となっている。そして、ループ形状の搬送路３２で搬送される紙幣を各収納カセット
４０または一時保留用収納カセット４２に送る際に、紙幣が送られるべき収納カセット４
０または一時保留用収納カセット４２に対応する分岐部材３６が回転することにより搬送
部３０により搬送される紙幣が特定の収納カセット４０または一時保留用収納カセット４
２に振り分けられるようになっている。このような分岐爪からなる分岐部材３６が各分岐
箇所３５に設けられていることにより、搬送部３０により搬送される紙幣を確実に特定の
収納カセット４０または一時保留用収納カセット４２に振り分けることができる。
【００６７】
　また、筐体１２の内部において搬送部３０の上方に帯封部５０が設けられているので、
入出金口２０と帯封部５０の位置が近くなり、紙幣の出金処理のための紙幣処理装置１０
の構成が簡単になる。また、入出金口２０の近傍に帯封紙幣出金口６０を設けているので
、バラ紙幣と帯封紙幣の出金口を別々に配置しても操作者による各出金口からの紙幣の取
り忘れをできるだけ防ぐようにすることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の一の実施の形態における紙幣処理装置の外観を示す斜視図である。
【図２】図１に示す紙幣処理装置の正面図である。
【図３】図１に示す紙幣処理装置の内部の構成を示す構成図である。
【図４】図３に示す紙幣処理装置に設けられた分岐部材の構成を示す拡大説明図であり、
より詳細には、分岐箇所に対して右側の搬送路から紙幣が搬送されたときの分岐部材の向
きを示す図である。
【図５】図３に示す紙幣処理装置に設けられた分岐部材の構成を示す拡大説明図であり、
より詳細には、分岐箇所に対して左側の搬送路から紙幣が搬送されたときの分岐部材の向
きを示す図である。
【図６】図３に示す紙幣処理装置に設けられた分岐部材の構成を示す拡大説明図であり、
より詳細には、分岐箇所に対して分岐搬送路から紙幣が搬送されたときの分岐部材の向き
を示す図である。
【図７】図３に示す紙幣処理装置に設けられた帯封紙幣出金口およびシャッター機構の構
成を示す側面図である。
【図８】図７に示す帯封紙幣出金口に設けられた出金口ステージおよびこの出金口ステー
ジの上方の空間に進入した搬送アームのＡ－Ａライン矢視による上面図である。
【図９】図７に示す帯封紙幣出金口に設けられた出金口ステージおよび爪部材のＢ－Ｂラ
イン矢視による上面図である。
【図１０】（ａ）～（ｇ）は、図３に示す紙幣処理装置に設けられた帯封部から帯封紙幣
出金口に帯封紙幣が引き渡されるときの動作を順に示す図である。
【符号の説明】
【００６９】
１０　紙幣処理装置
１２　筐体
２０　入出金口
２１　紙幣繰出機構
２２　シャッター機構
２４　入金リジェクト部
２６　出金リジェクト部
３０　搬送部
３１　識別部
３２　ループ形状の搬送路
３４　分岐搬送路
３５　分岐箇所
３６　分岐部材
３６ａ　軸
３６ｂ　先端部分
４０　収納カセット
４１　紙幣繰出機構
４２　一時保留用収納カセット
４３　紙幣繰出機構
５０　帯封部
５１　一時保留ステージ
５２　搬送アーム
５２ａ　上アーム部分
５２ｂ　下アーム部分
５３　上部札締め部材
５４　下部札締め部材
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５５　スタンプ
５６　ヒータ
５７　帯封紙供給部
５８　束ガイド部材
５９　帯封機構
６０　帯封紙幣出金口
６１　出金口ステージ
６１ａ　側壁部
６２　シャッター機構
６３　ガイド部材
６４　ガイド部材
６５　ガイド部材
６６　爪部材
６６ａ　軸
６７　印字部
６８　規制部材

【図１】 【図２】
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【図７】
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【図９】

【図１０】
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